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　皆さんは、「総合計画」というものをご存じでしょうか？
　「市役所の作る計画だから、自分の生活には関係ないんでしょ？」と思われ
る方もいらっしゃるかもしれません。
　ですが、実は皆さんの生活に強く関連している計画なんです！
　「総合計画」とは、「多摩市を将来どんなまちにしていきたいか」ということ
を、市民の皆さんと市が一緒に考え、形にしたものです。
　「子どもたちが元気に育つためにはどんなまちがいい？」「多摩市で暮らす
誰もがいきいきと輝けるまちにするためには？」「地球環境を守るためには、
どうしたらいい？」といったことが書かれています。

総合計画って…？

この計画は市民の皆さんと一緒に作ってきました

基本構想の議決
（令和５年10月）

総合計画の決定
（令和5年11月）

　平成23年度に、第五次総合計画がスター
トしてから12年余りが経ちました。東日本
大震災以後も各地で起こる地震、地球温暖
化に伴う豪雨の頻発や猛暑などの気候危機
の脅威、そして新型コロナウイルス感染症
の猛威など、想像を超えるさまざまな困難
に直面しながらも、乗り越えてきた12年で
もありました。
　そして今、世界は地球温暖化から地球沸
騰の時代のまっただ中にあり、日本では人
口減少・少子高齢化が進む中で、さまざま
な活動において担い手不足も深刻化してい
ます。
　第六次総合計画は、そのような変化の激

しい時代にあっても、明るい未来を志向し、
持続可能なまちを実現するための羅針盤と
して策定したものです。平和で豊かなこの
多摩市を、次代を担う子どもや若者に継承
していかなければなりません。
　第六次総合計画の策定にあたっては、総
合計画審議会委員の皆さん、基本構想・基
本計画それぞれの市民ワークショップにご
参加いただいた多世代の市民の皆さんをは
じめ、令和４年度子どもみらい会議で、
「2050年の多摩市のために私たちにできる
こと」を考え、提言とメッセージの発信を
行った小・中学生の皆さんなど、多くの
方々にお力添えをいただきました。心から

感謝申し上げます。真剣に多摩市の未来を
考え、議論を交わす皆さんの姿には、私が
これまで訴えてきた「市民主権のまちづく
り」という言葉が重なるとともに、皆さん
のもつ多摩市への愛着や誇りというものを
感じました。　
　新たな将来都市像「つながり　支え　認
め合い　いきいきと　かがやけるまち　多
摩」の実現に向けて、私たち行政も、しっ
かりと取り組みを進めてまいります。子ど
もたちに誇れる多摩市を一緒に創造してい
きましょう。
　皆さんの引き続きのご協力をよろしくお
願いします。

阿部市長から　～第六次総合計画のスタートにあたって～

令和5年7月
出前講座

（9人の参加）

令和４年５月
中・高校生アンケート
（687人から回答）

令和４年7・8月
市内団体アンケート
（20団体から回答）

令和5年6月～７月
基本構想に関する
パブリックコメント・

説明会

令和５年１月
多摩市子どもみらい会議

令和4年10月
基本構想に関する
市民ワークショップ
（71人の参加）

令和４年７月～令和5年4月
多摩市総合計画審議会（11回）

➡令和5年5月10日に答申（基本構想）

令和5年5月
基本計画に関する
市民ワークショップ
（73人の参加）

令和5年9月～10月
基本計画に関する
パブリックコメント・

説明会

令和5年5月～10月
多摩市総合計画審議会（8回）
➡令和5年8月18日に答申

（基本計画）
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第六次総合計画がスタートします

　「明るい未来」を実現するためには、変化する社会に対応していく必要がありま
す。今回の計画を作るにあたり、次の５つの社会情勢を前提にしています。

気候変動

コロナ禍を踏まえた新しい日常、価値観

DX（デジタル・トランスフォーメーション）

担い手不足 SDGs

基本計画を作るときに前提にしたこと

　地球規模の環境問題や少子化・高齢化の進行、人口の減少など、社会的な課題がニュース
などでしばしば報道されているのをご覧になっている方もいるのではないでしょうか？ 
　総合計画では、こういった課題を乗り越え「明るい未来の多摩市」を実現するための取り組
みを記載しています。

例えば…環境と共に生きる
　多摩市気候市民会議では、無作為抽出などで募
った市民が集い、自らの生活の中での取り組みや
工夫、そのために必要なまちの機能や仕組みを話
し合い、さらにこれらを地域社会へどう広げてい
くかについて議論を交わし、145の具体取組項目
を含む「提案書」として
まとめました。この提
案書をもとにした取り
組みやアイデアを市民
の皆さんと一緒に実現
していきます。

　将来に渡り持続可能なまちで
あり続けるため、地域でのエネ
ルギーの自給自足を推進します。
また、地球温暖化防止に関する
教育・啓発活動を地域や学校・
事業者などと連携して推進しま
す。　みんなが、環境問題を自分事と

して捉え、身の回りのことに取り
組んでいくことで、環境と共に生
きる未来を目指します。

例えば…みんながいきいきと幸せに暮らせる
　「健

けん

幸
こう

まちづくり」の取り組みの一環として、
「健幸！ワーク宣言」を推進しています。
　「健幸！ワーク宣言」とは、働く人の健康と
幸せのため、企業・団体・大学などの市内事
業所の代表者が、自身と従業員・職員の働き
方について宣言を行うものであり、この取り
組みを進めることで
市内事業所とともに
働く人の健幸を応援
していきます。

　加齢・障害・疾病などによる心身
機能の低下、子育て・子育ち上の困
難、生活困窮などに直面した際、適
切な支援が受けられるよう、関係機
関が、対象者の生活の場面を想定し
て連携し、切れ目ない支援を一体的
に実施する

「多摩市版地
域包括ケア
システム」を
推進します。

　みんなが、それぞれに生き
がいを感じ、安全・安心に暮
らすことができ、幸せを実感
できる未来を目指します。

まちに元気とにぎわいがある
　多世代への呼びかけによるワークショッ
プを開催することで、スキルや興味が同
じ人同士が新たな活動を始める機会など、
地域で多様な活動をする人・団体が縦横
につながる場や機会づくりを推進します。

　企業・事業者などとの連携を通じて、
駅周辺の活性化やまちの魅力づくりを推
進します。また、駅周辺だけでなく、地
域にある資源を活用する他、新たな連携
による魅力づくりなど、まちの魅力の
情報を発信し、
実際に訪れて
いただくこと
により、まち
の活力を維持
していきます。

　みんなが、一人ひとりの個性や価
値観を大切にしながら、それぞれの
方法で、まちに元気とにぎわいを作
ることのできる未来を目指します。

例えば…

力を入れて取り組みます！
　   〜3つのテーマ〜

総合計画の3つのテーマと６本の柱


